
デジタル地域振興用無線システムの利用モデルに関する調査検討会の概要  

概 要 

  
  地域振興用無線システムのデジタル化によりデータ伝送との親和性が向上した事から、海上
における音声通話以外の用途（テレメータやテレコントロール等）への利用について、海上伝搬特
性及びセンサーネットワークとの接続等における技術条件を調査し、利用モデルの検討を行いま
す。 
 

〔別紙〕 

座  長：内田 龍男 （ 国立仙台高等専門学校 名誉教授 ) ：電子工学専門 
副座長：和田 雅昭 （公立大学法人公立はこだて未来大学 システム情報科学部 教授）：マリンＩＴ・ラボ所長 
構成員：水産漁業関係者、自治体、通信機器メーカー、漁業関連機器メーカー等          

調査検討会構成 

  【第１回会議】 
平成28年10月4日 
 
・各種システムの紹介 
・利用モデル検討 
・実証実験の検討 

  【第２回会議】 
平成28年11月予定 
 
・実証実験 
・アプリケーション等の
プレゼン・デモ 

 【第３回】会議 
平成29年2月頃予定 
 
・報告書の取りまとめ 

期待される効果 

○デジタル地域振興用無
線システム等の利用拡
大、周波数共用の促進 

 

○水産業のＩＣＴ化の促進 
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